
GlobalClassmates

SNS時代の国際交流

英語科横野健二

昨年度9月から3月末にかけてGIobalClassmatesというSNSを用いたプログラムで，アメリカの高

校と交流をした。一定のディスカッション・トピックを決め，それに関して両校の生徒が互いにメッ

セージを投稿し，相手校からのメッセージにはreplyを返すことが主であったが，それ以外に，行事など

の様子を写真で紹介するMediaAlbum,参加校同士がプレゼントを贈り合うOmiyageExchange,ビデ

オによってお互いの学校生活の様子を紹介し合うGlobalshowyouの活動も併せて行った。参加生徒の

ほぼ全員が，アメリカの高校生との交流に満足感を覚え，また英語でのコミュニケーションに対する意

欲，アメリカ文化に対する理解，異文化交流に対する積極的な姿勢の向上の面で成果を感じていた。一

方，英語運用力の向上が実感できた生徒は3分の1程度にとどまった。また，より少人数で濃密に交流

したり，ビデオ会議ソフトなどでのリアルタイムの交流を望む声も少なからずあった。

キーワード：異文化交流SNS英語教育フルーエンシィ一・ワーク(fluencywork)

オーセンテイック・コミュニケーション(authenticcommunication)

1． はじめに

槁は，平成25年度9月より本稿は，平成25年度9月より3月にかけて行った

グローバル・クラスメート(GlobalClassmates)

というアメリカの高校との交流活動の実践報告であ

る。

2．グローバル・クラスメートとは

KizunaAcrossCultures(KAC)というアメリ

カの非営利団体(NPO)が運営する日米高校交流プ

ログラム。2012年より実施されている。元々は東日

本震災に被災した東北地方の高校を支援する意味で

始まったようだが，実際にはそれ以外の地域の高校

も対象にしている。日本とアメリカの高校1校ずつ

がペアとなって，9月から翌年3月までの7か月の

間交流を行う。2013年度には，本校を含めた15の日

本の高校がそれぞれアメリカの高校と交流を行って

いた。

3．グローバル・クラスメートの主な活動

(l)メッセージの交換

活動の中心は，ソーシャル・ネットワー活動の中心は，ソーシャル・ネットワーキング・

サービス(SNS)であるSchoologyというウェブ・

サイト上でのメッセージの交換である。パートナー

となった日米の高校の生徒が，いろいろなトピック

についてお互いにメッセージを投稿し，相手校の生

徒が投稿したメッセージに対してはreplyを送信す

る形で交流をする。なお，サイトへの登録は実名と

顔写真の公開が必要で，匿名での参加は認めていな

い。

なお，「メッセージの交換」以外に次の3つの活動

も行われている。

(2)MediaAlbums

学校生活や行事などの様子を撮影した写真をアル

バム形式の専用ページで公開する活動である。テー

マごとに独立したページの設定が可能である。
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始める3学期になった時，最後まで意欲的に取り組

み続けてくれるかどうかが心配でもあった。

そのようなことをいろいろ考える中で，本校の側

は，授業の活動ではなく部活動・同好会活動に準じ

た有志生徒による放課後の活動と位置付けた。そし

て，活動の内容をごく簡単に説明した印刷物をl･

2年生全員に配布して，希望者を募ることとした。

どのくらいの数の生徒が参加してくれるかという

こちらの心配をよそに，各クラスとも10名以上，

1,2年生合わせて約80名の参加希望者が集まった。

しかし，相手校の参加生徒数はすでに25人に決定し

ており，また本校のコンピュータ室の稼働可能な

PCの台数が43台ということもあって，全員を参加

させることは不可能に思えた。そのため，希望の生

徒を集め，各クラス6～7名に絞るよう指示した。

そしてその結果,1年生19人,2年生21人の計40人

が参加することになった。

またStevensonSchoolの方は,8人と17人の二

つのクラスに生徒が分かれているということで，こ

ちらも生徒を1年，2年各1クラスずつの14人と，

各2クラスずつの26人に分け，それぞれ8人対14人

のグループAと，17人対26人のグループBの二つの

グループに分けて交流させることにした。ただし

OmiyageExchangeやGlobalshowyouに関して

は，参加者全員で1つの活動に参加する形にした。

(4)活動日と活動場所

基本的に週一回の活動が想定されているので，放

課後の行事などを考盧した上で，毎週火曜日の放課

後に活動を行うことにした。便宜上その活動を

Sessionと名付け，生徒への連絡の際には「GIobal

ClassmatesSessionl」のような名称を用いた。

活動場所はコンピュータ室とし，その時間はグロー

バル・クラスメートがその部屋を専有することを，

職員会議にて承認してもらった。

(5)Schoologyへの登録

グローバル・クラスメートの活動を行うためには，

まずSchoologyというサイトに参加生徒全員が個々

にメンバー登録する必要がある。そしてその際，

実名と顔写真を公開することが原則である。そのた

め，生徒に顔写真を用意させ,KACより通知された

アクセス・コードを使って，生徒にSchoologyにメ

ンバー登録させた。ネットワークの問題なのか，な

かなか登録が完了しなかったり，サイトの反応の鈍

さに失敗したとやり直す中で二重に登録してしまっ

たりと，ややてこずったものの，9月の初旬には全

員が登録を完了し，それ以降の本格的な活動につな

げることができた。なお生徒に対しては，この登録

作業を「GlobalClassmatesSessionl」と位置付

けた。

5．活動内容詳細

(1)活動回数

平成25年度9月から3月まで計22回月当たり

3.1回の活動を行った。なお，平成26年度4月に番

外編の形でもう一回行っている。詳細は下記の通り

である。なお，月毎の活動内容の一覧は資料lを参

照のこと。

Sessionl:9月3日（火）

Session2:9月10日（火）

Session3:9月17日（火）

Session4:9月24日（火）

Session5:10月1日（火）

Session6:10月17日（木）

Session7:10月29日（火）

Session8:11月5日（火）

Session9:11月12日（火）

SessionlO:11月19B(火)/21日（木）

※放課後の行事の関係で,1,2年生が別日

程にて活動

Sessionll:11月26日（火）

Sessionl2:12月13日（火）

Sessionl3:1月8日（水）
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Sessionl4:1月ll日（士）

Sessionl5:1月14日（火）

Sessionl6:1月21日（火）

Sessionl7:1月28日（火）

Sessionl8:2月4日（火）

Sessionl9:2月10日（月）

Session20:3月10日（月）

Session21:3月25日（火）

Session22:3月29日（土）

Session23:4月19日（土）

※番外編:Googlehangoutによるビデオ・

チャット

(2)メッセージの交換

グローバル・クラスメートの中心をなす活動であ

る。一定のトピックを設定し，生徒はそのトピック

についてメッセージを投稿し，その一方で，相手校

からの投稿に目を通しreplyを送る活動である。

｢学校生活」のような，幅広い内容を含むトピックの

場合には，全員が同じ内容のメッセージを投稿しな

いよう，あらかじめクラス毎に小テーマを設定させ，

テーマの調整を行った後にメッセージの投稿に移ら

せた。

実際のメッセージの交換に当たっては，コミュニ

ケーションの流れを保証する意図もあって，自分の

最初の投稿に対するreplyには，必ず再度replyを

返すよう生徒には指導した。また，相手校からの

メッセージの投稿があった場合には，最低3人に対

してreplyを返すよう指導もした。

グルーバル・クラスメートは，英語での交流が基

本となっているが，本校の場合は，米国の高校生な

がら日本語を履修している生徒が相手であり，この

活動が日本語の授業の活動の一環となっているとい

う特殊事情のため，日英語併記の形でメッセージが

投稿された。本校の生徒はまず英語でメッセージを

書いた後，それに日本語訳を併記した。一方

StevensonSchoolの生徒側からは，日本語のメッ

セージに英訳が併記されていた。なお，生徒がメッ

セージ中に用いた英語を細かにチェックすることは

控えた。毎回，膨大な数で発信されるメッセージの

英語をチェックすることは現実には難しいと思われ

たし，すでに発信されたメッセージを添削すること

にも意味が感じられなかった。Accuracyよりも

Fluencyを磨く活動と割り切り，こちらが指示した

形で全員がメッセージを送信したかどうかを大雑把

に確認するにとどめた。

（各Sessionでは，最初にその日の活動の内容と，
連絡事項などを説明した後は，各自で作業させ，終

了した生徒より流れ解散の形にした。実際の活動時

間は生徒により違いがあったが，25分ほどで終了す

る生徒もいれば，50分以上にわたって作業に取り組

む生徒もいた。

合計9のトピックでメッセージの交換を行ったが，

本校とStevensonSchool両校の生徒の投稿総数は

2,130で,1トピック当たりの平均は236であった。

生徒l人当たりの平均投稿総数は32.8,1トピック

平均の投稿数は3.6であった。

もっともOmiyageExchangeのお礼をディス

カッション・トピックとした場合は，何度もreplyを

送りあう形にはなりづらい。このトピックは，本校

側からのお礼とStevenSonSchool側からのものと

で，合計2回行われた。また最後のディスカッショ

ン・トピックであるFarewellMessageは実質上最

終のSessionで取り上げたものなので，最初のメッ

セージの投稿後ほどなくしてこの活動自身が終了し，

互いにreplyを送りあうことがほとんどなかった。

上の3つを除いた，より活発にメッセージの交換

が行われていた残りの6つのディスカッション・ト

ピックについてのみ集計を取ってみると次のように

なる。両校生徒の投稿総数は1,939,1トピック当た

りの平均は323,生徒一人当たりの平均投稿総数は

29．8，1トピック当たりでは5.0oつまり,1つの

話題に対し，生徒は平均で5つの英語のメッセージ
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話し合っていた。しかし，お互いの学校の行事の都

合など3月中には実施ができなかった。3月末に希

望者を募り，長島さんと打ち合わせの後，年度が変

わった4月になってようやく実現した。ソフトは多

元中継が可能という点でGoogleのhangoutを使用

した。日本時間で土曜日の午後，アメリカ時間で金

曜日の夜であった。参加したのは，本校生徒5名と

私，米国側は生徒6名と長島さん，さらにKACの方

が1人調整役として加わり，計14人であった。本校

は学校より全員がPCl台で，米国側は長島さんと

学生3人が学校の寮からPCl台，さらに3人の生

徒が個別に自宅からで計PC3台，そしてKACの方

が（おそらく日本から)PCl台の，計6台のPCを

結んでのオンラインでの交流であった。

インターネットによって距離の壁を越えたリアル

タイムの会話に，本校の生徒は興奮気味であったが，

残念ながら会話に参加する姿勢はやや受け身であっ

た。質問を振られればちゃんと答えるが，なかなか

自分から話題を提供して会話を展開していくことは

できなかった。参加したのは，英語力も高く，サイ

ト上では饒舌な生徒たちであったので，この様子に

は少しがっかりであった。

6．評価

第21回目の活動(Session21)において,KAC作

成の終了時アンケート（オンライン版）を実施した。

Schoologyのサイトから，アンケートのページに移

動し，各生徒がフォームを埋めていく形式のもので

あった。私はそのアンケート結果を，自身で集計・

分析したいと思っていたので，そのアンケートのプ

リントアウト版をKACに請求したところ,PDF

ファイルの形で送付されてきた。それを印刷して配

布し,Web上のオンライン版のアンケートに回答す

ると同時に，同じ内容をプリントアウト版にも転記

して提出するよう生徒に求めた。以下が，そのアン

ケートの集計結果に対する私の分析および考察であ

る。

なお，アンケートの集計結果そのものは資料3

(多肢選択形式分)，資料4（自由記述回答分）を，

またアンケートの全体の姿は資料5を参照のこと。

なお，アンケート中の日本語に，一部不自然な部分

が見られたが，そのまま引用してある。

(1)グローバル・クラスメート参加学生終了時ア

ンケート分析・考察

Q4より

アンケートに回答した生徒38人のうちで，米国

訪問の経験者は13人(34.2%)で，日本の高校生

の集団としてはかなり多い方だと思われる。

Q5より

しかし，その13人のうちでホームステイ経験者

は1人のみ。居住経験のあるもう1人を除くと，

残りll人はすべて私的な旅行での訪問であった。

Q7およびQ9より

そのため，米国の同年代の若者との交流の経験

は乏しく，これまでに交流の経験のある生徒はわ

ずかに6人(15.8%),現在交流を行っている生徒

はさらに少ない4人(10.5%)のみであった。

..､今回のグローバルクラスメイトプログラムは，

多くの生徒にとって，初めての米国の若者と

の交流であった。

Qllより

グローバルクラスメイトプログラムに対する満

足度は，「とても満足」4人(10.5%),「満足」17

人（44.7％)，「どちらかといえば満足」10人

（26.3％）で，8割以上の生徒が一定の満足感を覚

えている。

一方「どちらかといえば不満」5人，「とても不

満」2人の計7人が不満の意を表明している。

（「不満」は回答ゼロ)Q12の自由記述の回答から

は，もっと私的でもっと親密な交流を望む気持ち
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が窺がえる。

Q13より

グローバルクラスメイトプログラムのどのよう

な部分に価値を感じたかに関しては，「米国文化

への理解が深まった」28人（73.7％)，「米国の生

徒とのつながり」18人（47.4％）が1位，2位で，

生徒は異文化交流に価値を見出していることが窺

がわれる。Q14の自由記述の回答でも，「一番楽

しかったのこと」として生徒があげているのは

「OmiyageExchange」が圧倒的であった。(24人，

63.1%)

上記以下は，僅差で「英語でのコミュニケー

ション上達」17人（44.7％)，「授業で学んだ事を

日常的（現実的）なシチュエーションにおいて適

用すること」16人(42.1%),「さらに英語を勉強

したいというやる気が湧いた」13人(34.2%)が

続いている。

Q15～Q20より

グローバルクラスメイトプログラムによって得

られた成果を問う質問である。

もっとも多く支持されたのは「Q17もっと英語

でコミュニケーションを取りたいと感じるように

なった」で「とてもあてはまる」「あてはまる」の

回答の計が28人(73.7％)，「どちらかと言えば当て

はまる」も含めれば計37人と，ほぼ全員が肯定的

に解答している。

次いで多いのは「Q15コミュニケーションにお

いて、より上手く要点が伝えられるようになっ

た」で「とてもあてはまる」「あてはまる」の回答

の計は13人(34.2%)と少な目だが，「どちらかと

言えば当てはまる」を含めれば計34人（89.5％）

が肯定的な回答をしている。

同様に「Q19英語でコメントを書くことが容易

になった」でも，「あてはまる」の回答が13人

（34.2％)，「どちらかと言えば当てはまる」を含め

れば計33人（86.8％）が肯定的な回答をしている。

（「とてもあてはまる」の回答はなし）

それに対して，否定的な回答が多かったのは

「Q18英語でのコミュニケーションにどれくらい

自信がつきましたか？」で，肯定的な回答が合計

24人（63.2％）に対して，否定的な回答は14人

（36.8％）と3分の1を上回っている。幸いなこと

は，この14名の回答すべてが「どちらかと言えば

当てはまらない」である点であろう。

Q21～24より

日米の文化に対する姿勢の変化を問う質問であ

る。どの質問にもほぼ全員が肯定的な回答をして

いる。

興味深いのは「Q21アメリカの文化をより知

ることができたと感じる」が，「とてもあてはま

る」6人(15.8%),「あてはまる」24人(63.2%)

と支持が一番高い。

二番目は「Q22より自分の文化を理解するよ

うになったと感じる」で，「あてはまる」23人

（60.5％)，そして三番目は「Q24より上手に自分

の国と文化について伝えられるようになった」で，

「とてもあてはまる」1人（2.6％)，「あてはまる」

12人(31.6%)であった。

.．.異文化交流において，日本の高校生は異文化

を知ることに関心が強く，自文化の発信には

意識が薄いのかもしれない。

Q25～29より

異文化交流に関する意識や意欲の変化を問う質

問である。全ての質問に対してほぼ全員が肯定的

に回答している。

Q30～32より

パートナークラスメートに対する意識を問う質

問である。

「Q30強いつながりを感じる」は，肯定の回答

は30人（78.9％）と多いが，「どちらかと言えば当
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資料2

GIobaIClassmatesDiscussionTbpic-貴

※二つ併記されている場合は，左がGroupA用で，

右がGroupB用のもの。()はGroupA,

GroupB,そして合計の投稿数。なお,6,8,9

はGroupA,Bが合同で行ったもの。

自己紹介（146＋305＝451）

一ばんすきな食べ物／私のおすすめの食べ物（99＋196＝295）

学校生活（119＋246＝365）

年間行事／将来の夢の仕事（111＋182＝293）

冬休みをどう過ごしたか（114＋191＝305）

お土産ありがとう(FromKindaiFuzokuHighSchooltoStevensonHighSchool)

がつこうのじまん／学校自慢（68＋162＝230）

おみやげありがとう!byステイーブンソンの生徒(30)

l.自己紹介(146+305=451)

2．一ばんすきな食べ物／私のおすすめの食べ

3．学校生活（119＋246＝365）

4．年間行事／将来の夢の仕事（111＋182：

5．冬休みをどう過ごしたか（114＋191＝305）

6．お土産ありがとう(FromKindaiFuzokuHi(

7．がつこうのじまん／学校自慢（68＋162

8．おみやげありがとう!byステイーブンソン6

9.FarewellMessageお別れメッセージ(75)

Discussion-Ibpic総数:9

※6，8，9を除いた場合

DiscussionTbpic総数:6

投稿総数：2,130

投稿総数：1,939
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資料3

2014GIobalClassmates参加学生終了時アンケート集計結果

※Ql～Q3は「性別」「学校名」「年齢」なので省略

Q4米国を訪れたことがありますか？

はい いいえ

13人 25人

Q5米国に何の目的で訪れましたか？（当てはまるもの全て選択）

ホームステイ 交流プログラム 個人旅行 その他

1人 0人 12人 1人(居住）

Q7グローバルクラスメートプログラムに参加する前，何名の米国に住む10代の米国人と交流したこと
がありましたか？

0 1 2 3 他

31人 1人 3人 1人 2人

Q8その10代の米国人とは何を通じて出会いましたか（当てはまるもの全て選択）

米国でのホームス
テイ

ホストファミリーとして

米国人学生を受け入れ
米国への個人旅行

米国での交流プロ
グラム

他

1人 3人 1人 1人 4人

Q9現在，グローバルクラスメートプログラム以外に，何人の米国に住む10代の米国人と継続的に連絡を
とって（交流して）いますか？

0 1 2 3 他

34人 2人 1人 0人 1人

Q10グローバルクラスメートプログラムへの参加は（あてはまるものを全て選択）

授業時間中に 宿題として 自由な時間を使って 学校の部活動として 他

21人 0人 16人 7人 0人

Qllグローバルクラスメートプログラムに参加してどれくらい満足していますか？

とても満足 満足 どちらかといえば満足 どちらかといえば不満 不満 とても不満

4人 17人 10人 5人 0人 2人

Q13グローバルクラスメートプログラムに参加して価値があったこと（あてはまるもの全て選択）

1 2 3 4 5 6 7

17人 16人 18人 9人 28人 13人 1人

l.英語でのコミュニケーション上達

2．授業で学んだ事を日常的（現実的）なシチュエーションにおいて適用すること

3．米国の生徒とのつながり
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4．英語の勉強が楽しくなった

5．米国文化への理解が深まった

6．さらに英語を勉強したいというやる気が湧いた

7．その他（説明してくだきい）

※これ以降は，。（とてもあてはまる)，○（あてはまる)，△（どちらかと言えば当てはまる)，

▼（どちらかと言えば当てはまらない)，×（あてはまらない)，××（全くあてはまらない）

の表記を用いる。

Q15プログラムを通して，パートナークラスメートとのコミュニケーションにおいて，より上手く要点

が伝えられるようになった（伝えたいことが伝えられるようになった）

Q16プログラムを通して会話の中での（文章内での）文法や単語をより上手く使えるようになった。

Q17グローバルクラスメートプログラムへの参加を通じて，もっと英語でコミュニケーションを取りた

いと感じるようになった。

Q18グローバルクラスメートへの参加を通じて，英語でのコミュニケーションにどれくらい自信がつき

ましたか？

Q19プログラムを通して，英語でコメントを書くことが容易になった。

Q20英語（もしくは米国）の文化により適した形で考えやアイデアを表現できるようになったと感じる。

◎ ○ △ ▼ × ××

Q15 1人 12人 21人 2人 2人 0人

Q16 2人 7人 18人 8人 3人 0人

Q17 14人 14人 9人 0人 1人 0人

Q18 0人 7人 17人 14人 1■■■■■■■■■■ 0人

Q19 0人 13人 20人 3人 2人 0人

Q20 0人 8人 19人 9人 2人 0人

※Q18には「あてはまらない」に相当する選択肢が設定されていなかった。

Q21プログラムを通して，アメリカの文化をより知ることができたと感じる。

Q22プログラムを通して，より自分の文化を理解するようになったと感じる。

Q24プログラムを通して，パートナークラスメートにより上手に自分の国と文化について伝えられるよ

うになった。

◎ ○ △ ▼ × ××

Q21 6人 24人 7人 0人 1人 0人

Q22 0人 23人 14人 1人 0人 0人

Q24 1人 12人 22人 2人 0人 0人
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Q25グローバルクラスメートプログラムに参加したことで，異なる文化背景を持つ人々とコミュニケー

ションを取ることが気楽に感じられるようになった（抵抗が少なくなった)。

Q27グロバールクラスメートプログラムに参加した事で，留学を通して異文化を学びたいと思う気持ち

が強くなった。

Q28グロバールクラスメートプログラムに参加したことで，米国をいつか訪れたいと思う気持ちが強く

なった。

Q29グロバールクラスメートプログラムに参加したことで，英語勉強を続きたいと思う気持ちが強く

なった。

◎ ○ △ ▼ × ××

Q25 8人 16人 13人 0人 1人 0人

Q27 11人 15人 9人 1人 1人 1人

Q28 13人 18人 5人 2人 0人 0人

Q29 15人 16人 6人 1人 0人 0人

Q30パートナークラスメートとの強いつながりを感じる

Q31パートナークラスメートに直接会いたい。

Q32パートナークラスメメートとプログラム終了後も連絡を取り合う予定です。

◎ ○ △ ▼ × ××

Q30 1人 5人 24人 3人 4人 1人

Q31 8人 18人 10人 1人 1人 0人

Q32 0人 1人 4人 9人 15人 9人

Q33グローバルクラスメートにセンパイが参加してくれたことは有意義だった。

◎ ○ △ ▼ × ××

3人 l1人 16人 2人 1人 0人

Q37もし機会があったら，もう一度グローバルクラスメートプログラムに参加したいです。

◎ ○ △ ▼ × ××

5人 9人 16人 5人 2人 1人

Q38Schoologyに授業以外の時間にアクセスしましたか？

頻繁に 時々 ごくたまに まったくなし

2人 15人 18人 3人

Q39授業以外では，どのようにSchoologyにアクセスしましたか？

学校のPC 自宅のPC iPad.TabletPC 携帯電話 その他

9人 15人 15人 15人 0人
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資料4

GIobalClassmatesQuestionnaire自由記述回答集計・分類

Q5米国に何の目的で訪れましたか？（その他）

居住

Q7グローバルクラスメートプログラムに参加する前，何名の米国に住む10代の米国人と交流したこと

がありましたか？（その他）

300人以上／50人くらい

Q8その10代の米国人とは何を通じて出会いましたか？（その他）

友人の友人／インターネット，学校の交流プログラム／親の都合で居住/SNS

Q9現在，グローバルクラスメートプログラム以外に’何人の米国に住む10代の米国人と継続的に連絡を

とって（交流して）いますか？（その他）

10-20名程度。

Q12(Q11グローバルクラスメートプログラムに参加してどれくらい満足していますか？に続けて）そ

の理由を説明してください。

＜肯定派＞

［異文化交流](18件）

実際に外国に住んでいる同い年の人と情報を交換していろいろなことを知ることができたから。

日本国内にとどまらず，多くの人と自分の英語のスキルをいかして，コミュニケーションをとれた

ことが私の大きな力になったと思うからです。

交流の頻度が少なかったが，さまざまなお題で取り組めたから。

異文化体験や外国人交流を楽しめたから。

アメリカの高校生と交流を持つ機会を得ることができたから。

楽しかったから。「とても」ではないのは自分が後半余り参加できなかったから。

外国人と交流ができただけで満足。

海外の若者と交流できたから

あまり交流する機会のない人と話すのが楽しかったから。

海外の同世代の人と気軽に交流することができ，様々な考え方や文化に触れることができたから。

少しでも同世代の方と交流することができたし，物事の言い回しも少し知ることができたから。

普段交流することのない，海外の学生と交流ができるということに満足している。

普段は交流することのないアメリカの高校生とかかわることができたから。

海外の人々とインターネットを通して交流するのは初めての体験だった。

アメリカの文化を知り，メールを通して実際にアメリカの学生と交流ができたから。

普段なかなか交渉できない人々と交流できたから。

同年代の人と交流できるから。

アメリカのことを知ることができた。
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［英語運用］（4件）

英語を使って英語圏の人と交流する良い体験ができたから

けつこう楽しかったし，英語に触れるいい機会になった。

英語を書く機会が少しでも増えたから。

英語を使う場面を増やすことができたから。

［その他](1件）

SNSでの交流だけでなく，写真をアルバムを通して共有できて，とても面白かったから。

＜否定派＞

［頻度・密度］（5件）

Reply少ない。会話もう少ししたかった。

交流回数が少ない。

参加人数が多く，毎回パソコンの接続の待ち時間がムダに長かった。コメントのやり取りもスムー

ズに行えず，一方的に書き込んだだけのような気がした。

もうちょっとうちとけた交流があればよかった。そんなに仲良くなれた実感がない。

形式的なメッセージのやり取りばかりで，あまり私的な交流ではなかった。

［トピック］（2件）

話題が少しかたいように感じることがあった。

積極的に話を盛り上げる端緒となるようなトピック内容ではなかった。

［その他］（3件）

文章を読むのが大変。

英語で会話がしたかったから。

アメリカの学生とさまざまなやりとりができて楽しかったけど,TV電話など直接のやり取りをや

りたかった。

Q13グローバルクラスメートプログラムに参加して価値があったこと

実際の会話で使う表現などを学べた。

Q14グローバルクラスメートプログラムに参加して，一番楽しかったことや面白いと思ったことは何か

説明してください。

[OmiyageExchange](24件）

相手校が作ったビデオを見たこと。(OmiyageExchangeの紹介ビデオ)(3件）

おみやげExchange(2件）

アメリカから届いたお土産を見たり食べたりして。

おみやげexchangeです。他文化を身をもって感じられました。

おみやげExchangeで紹介ビデオを見ることやお土産を交換したことが一番楽しかったです｡

お土産エクスチェンジでのアメリカ文化体験。

おみやげ交換。自分の送ったものを楽しんで遊んでくれていたから。

アメリカの高校生のお土産紹介のビデオを見たこと。
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